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　　　　　　　　　　　　北米　よ　リ
　拝啓　共後は意外の御三遠に打過ぎ候．小生方に同好會北米支部設置に就
て當地方獲行の二，三邦字新聞紙上に数回護表仕候も，未だ一人の同好者を
御紹介申上ぐるを得す，誠に汗顔の至りに候．回れ亀移民地の事でもあり，
叉世界的不況の一反影かとも存ぜられ候．何れにしろ今後とも機會あるごと
に襲表して同好者を得るやう努力仕るべく候．
　本年は天界頗る多忙を極め居り候が，小生等の如き小望遠鏡の所有者には
及びもっかぬ事とて，誠に淺念に候．それにしてもホウトン・カメツトだけ
は四月末頃敏夜に渡り烏座附近を北上するを親望致し候．
　四月二十日前後の琴座流星群は三夜計り観測に勉め候が御報告申すやうな
何物も捕へす終り候．然し，來るべき八月上旬のベルセウス座流星群は是非
とも取り逃さぬやう心掛け居り候．昨年は八月十日前敷夜にわたり一時聞三
十乃至六十と言ふ流星を敬へ上げ候．
　當地（プロ1レ1）よ。り百五十哩，ロ1サンジルスより六十哩の地にリバ
サイト（Riverside｝と申す人口二萬五千計りのタウンにAmateur　Telescope
Makers　Associ　t　tionと申す二十名計りの團鎧より激回招待を受けし爲，先日月
例のミ1テングに出席致し候．同夜は會員外に三四十名の観覧者あり敷i哀の
自作の反射鏡を三つけ天艦の槻測及びサンバナデノ市のジニア・カレッジの
教師を聰して天文の講演を受け，時にはウエルソン天文豪のプロヒツサ1を
招待し講話を聞くなどして天文趣味の普及に工むる美しき二合に候．我等日
本人も同じやうな會を持ち得ればと考へさせられ候．同會のheadにドクFル
ベ1レ】Dr．　H．　P．：Biileyなる人を推し，同氏の指導のもとに會員が自ら鏡
を作り筒，マゥンテングなど各自三二の考案より作り出すなど誠に面白く羨
ましく感ぜられ候．同氏は自作の十五叶カシグレアン，十二吋及び八r寸のニ
ウトニアンを所有致し居り候．サンバナデノ市（人口五萬）のJunior　College
の十六吋鏡も同氏作にしてPorter氏及びMt　WilsonのAnderson氏のO．K．
を得た立派な鏡に候．私も同氏方に三日計り滞在して昨年より取りカ・Sり居
りし九吋鏡を仕上げ候．又同氏考案の英六六マウンテングをアルミニウム・キ
通 信 4ko，
ヤステングにて小生の爲に實費にて作り臭れる筈，此の一ケ月以内に仕上ぐ
ると申し居り候．のみならす天艦寓目器迄取りつけて呉れると申し居り候．竣
工の曉は多少意義ある観測が出來得る事と鶴首して待ち居り候．御承知の通
り米國に於ては原料，機械，動力など甚だ容易に廉i償に入手出來，先輩，経
験家が指導を惜まぬ爲か，素人ばなれせし素人を多く早うくるやうに候．我
が同胞吐會もかくありたきものと存ぜられ候．（後略）
　　　　　19：］2年7月24日　　　北米合衆國帝國三原　　長　田　政　二
　　山　木　一　清殿
　　　　　　　　　　　大牟　田　よ　リ
　御ア二丁難拝見しました．九州に御出での御豫定の山，是非大牟田へ下車
の上御立寄り’ドさい．f翫卸下向の節は御一三下さい．
　近頃に二三人入會者があります．共の内の一人塚脇翠松氏の製作による15
　’．7　一　　　　　　　　　、　、・”＝　糎反射赤道儀は誠に上出來で
訊轟　　 ，艇全部自作・しては恐らく全國
ゐます．
　簡易な製作についての自作の経過に断て書かせて居りますからすぐatTsりま
す．
　何卒ノく界の掛りの御方へ御和談の上是非出して下さい．又小さv・葛眞は小
生の叩上にて目下使用中のものでありますから比較の爲逸りました．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古　賀　和　吉
414 逓 信
　　　　　　　　　大阪南支部だより　（第二信）
　當支部設立後中村先生の御筆宅を願って支部設立第一回集會を開v・て以來
是非公開観測會を催すべく意氣轡型はあるのですが何分適當な揚所が無く苺
月一回支部二丈の集合を行ってみるに過奮ませんが，當支部槻測所も新しく
出來上り支部員諸君の研究観測に使用してゐます，いつれ近V・中には公開観
測會をやる筈でありますが取ゆ敢へす山本先生の御言葉により日記丈の列記
に止め責を逃して頂きます．
5月22日一■■…月食研究観測　曇のため失敗　來二者2名・
5月2日一・・當支部員1名と花山天文塁の公開襯測に行き中村先生と雑談後　30糎に
　て金星，木星ッ彗星．等を見せて頂く．
5月29日……支部田鼠來掛者五名　金星木星二重星星團等槻望　後研究座談會を開く．
6月9日……岩1崎善兵衛氏作の140年前の屈折望蓮鏡の試瞼をし　寓眞を適す，テx
　トの結果及窟眞は同好會へ報皆す・
7月1日・・…・豪雨の中を山本先生御來宅され　早速岩橋時計店へ御案内の上例の望蓮
　鏡の調査をされる。
7月24日……支部直面，今月は暑さの折柄納凍観測會を催し屋上襯測所でllma反射で
　星を親恥しつΣ種々の研究をなす・特に漸く高くなった土星の研究脂球・來會者6名
9月11日……支部脳底，折柄の曇天で來立者3名　雑談及研究をなす・（伊達英太郎）
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